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(Aグ ル ー プ)

自ら課題 を解決する活動 を通 して、

英語の基礎学力を定着 させるための指導の工夫

1主 題 設定の理由

来 るべ き21世 紀は少子高齢化、高度情報化 、ボーダ レス化等の進展 によ り、社会 システ ム

が激 変 し先行 きの見通 しが不透 明な時代 になると予測 され る。その ような時代 にお いては 各

人が積極的 に諸課題に対処 し、その解決策 を講ず るこ とがで きる資質や能力 を身に付 け る こ

とが肝要であ る。 また 、高等学校 の大 きな課題 の一つ に中途退学への対応が ある。都立 高 校

に学 ぶ生徒た ちの能力 ・適性 、興 味 ・関心 、進路希望等 の多様化が一層進行す る中で、基礎

学 力が不足 し授 業 を理解で きず、学校に適応 で きない生徒 たちが多数存在す る とい う現 実 が

ある。

本 グルー プでは、上述 した諸課題 を解決するためには、生徒 たちが英語 を通 じてグ ローバ

ル な視点か らの課題解決能力 を養い 、基礎 ・基 本 を習得 して21世 紀社会 を生 きぬ く力を 身に

付 け ることが重要であ る と考 えた。

これか らの英語の授業 は、学習内容 を精選 して分 か りやす さを重視 し、基礎 ・基 本 を充 実

して生徒 たちに達成感 や成就感 を与 えられ る内容 を指向すべ きである。また英語 に対 す る興

味 ・関心 を喚起す るために、生徒 たちに とって身近 な課題 を取 り上 げ、それ を解 決する学 習

活動 を授業 に導 入す るこ とは、生徒 たちの 自発的 な学習意欲 や問題解決 能力 を高め るとい う

観点 か らも有効であ る と思 われる。 これ らの指導 を通 じて、各種 課題 の解 決方法 を積極 的 に

開発で きる基本的 な資 質や能力 を生徒 に体得 させたい。

以上の理 由か ら、生徒 自 らが主体的 に課題 を解決す る活動 を通 して、英語 の基礎 学力 を定

着 させ るための方策研 究 を本グループの研究主題 と して設定 した。

1定 義

1英 語 の基 礎 学 力

本研 究 を進 め る に 当 た り、 新学 習 指 導 要 領 に基 づ き、英 語 の 基礎 学 力 を次 の よ う に定 義 す

る 。

(1)中 学 で の 学 習 事 項 を大 方 習 得 して い る こ と。

(2)オ ー ラ ル ・コ ミュニ ケ ー シ ョン1も しくは英 語1の 学 習 内 容 を理 解 し得 る学 力 レベ ル に

達 して い る こ と。

〈3)生 きる 力 の も と と な る基 本 的 な 思 考力 、判 断 力 、表現 力 、 創 造 力 を有 して い る こ と。

(4)積 極 的 に コ ミュニ ケ ー シ ョン を図 ろ う とす る態 度 が 育 成 され て い る こ と。

これ か らは 、 自 ら課 題 を見付 け解 決 す る能 力 な どの い わ ゆ る 「生 き る力 」 を は ぐ くみ 「個

性 を生 か す 」 教 育 の 充 実 が重 要 に な る 。 この ため に は従 来 か らの 知 識 ・技 能 重 視 型 の 学 力 観

か ら、 学 習 に対 す る興 味 ・関心 ・積 極 的 な態 度 の 育 成 を重 視 す るい わ ゆ る 「新 しい学 力 観 」

へ の 移 行 が 不 可 欠 で あ る 。

英 語 の 基 礎 学 力 に関 して は 、 本 グル ー プ で は知 識 的 側 面 で な く、英 語 に対 す る興 味 ・関 心
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及 び積極的 に コミュニケー シ ョンを図ろ うとする態度 とい う情意 的側面 に焦点 を絞 った。 特

に、英語 の基礎 学力の定義の一つである 「積極 的に コミュニケーシ ョンを図ろ うとす る態 度

の育成」 につ いて研 究 を進め、その能力開発 に資 するための課題解 決学習 を展 開 した。学 習

者主体 の活動 を基盤 に、「自ら学 び、 自ら考 える力」 を養 い、基 礎 ・基本 を充実 して生 涯学

習 に結 びつ く素地 を養 う。そ して 、生徒た ちが、 よ り良 く自己実現 を達成するための下 地 を

学校教育 で身 に付け させ ることが必要であ る。

2自 ら課題 を解決す る活動

従来の教 育で は、教師 によって与 えられ た一定の解 答 を持 つ課題 を、生徒 があ る一定 の メ

ソ ッ ドで解決す る とい う、言 わば受動的問題解決学習が多 く見 られた。それ に対 して、今 回

の研 究で取 り上 げた 「自ら課題 を解決す る活動」 とは、必ず しも一定の解答 を持 ってい ない

課 題 を、生徒 自 らが能動的 に情報 を取捨選択 し、それ に基づ き、思考 ・判断 し、 自 らの解 答

を探 求す るような活動 である と定義す る。 この 「自ら課題 を解決す る」 とい う姿勢 は、高 度

に複 雑化す る現代社会 の中で暮 らして行 くためには必須の条件であ り、新学習指導要 領 に も

謳 われてい る生徒 の 「生 きる力」 のひ とつ の源 となると考 えられ る。

皿 仮 説

本研 究で は、以上 の ような 「自ら課題 を解決す る活動」 を行 うことによって 、生徒 の内 発

的 な学習意欲が 、これ まで以上 に喚起 され 、自 ら積極的 にコミュニケ ーシ ョンを図 ろ う とす

る態度が育成 されるのではないか と考 え、以下の仮説 を設定 した。

生徒 が 自 ら課 題 を解 決 す る活 動 を行 うこ とに よ っ て 、積 極 的 に コ ミ ュニ ケ ー シ ョン を図 ろ

う とす る態 度 を身 に付 ける こ とが で きる。

IV検 証

上記仮説 を検証す るため、 自ら課題 を解 決す る活動 として、英字新聞 とデ ィベ ー トを取 り

上 げた。各校 の生徒 の実態 に応 じて、英字新 聞を用い た課題 とデ ィベ ー ト用の論題 をい くつ

か準備 し、それぞれの所属校 において検証授業 を実施 した。そ して検証授 業の効果 を測 定 す

るため、事前 ・事 後のア ンケー ト調査 を実施 し、結果 を分析 ・整理 した。

1英 字新聞 を用 いた課題解決 活動

「国際社会 に生 きる 日本人 としての 自覚」 「自ら学 び、 自ら考 える力」 「基礎的 ・基 本的 な

内容 の確実 な定 着」 「創意工夫 を生か した特色あ る教育 」 とい った 目標 が新 学 習指 導要 領 の

中で謳 われている。

英字新 聞を課 題解決活動 の一つ と して取 り入れた理 由 として は、英字新 聞はほ とん どの 地

域 で容易 に入手 す ることが可 能である こと、 また多様 な情報が簡潔かつ明瞭 に整理 され てい

るこ とが挙 げ られ る。加 えて、新聞は雑誌 よ りも多様かつ多数 の読み手 を対象 に した媒 体 で

あ る。特 に、心 身共 に柔軟性 に富み可塑性 に優 れた若 い時期 に、短期 間ではあって も、英 字
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新聞 を用いた学習活動 を経験 する ことは有益 であ る。何か違 ったス タイルの もの を見つ け よ

う、何か新 しい ことを始め よう、そ して何か 自分の力で成 し遂げ よう、 といった ことを考 え

始 めた ときに大切 な ものは、一定 レベ ルの基礎的知識 及び技 能である。英字新 聞 とい う情 報

媒体 を用 いた活動 を通 して、将来 において 自ら課題 を設 定 し解決 してい くための基礎 学力 を

養 うこ とが可能で はないか と考 え、研究対象 と した。

具体的 な活動 としては、THEJAPANTIMES,THEDAILYYOMIURI,THESTUDENT

TIMES等 の天気 図、プ ロ野球 の試合結果 、テ レビ欄 及び一般記事 を教材 と し、難解 な語句

には注釈 を付 す る等、各教材 を加工 した。内容把握及 び音読、教師 と生徒 または生徒 同士 で

の英問英答、ペ アワーク等、生徒 の実態 に合 わせ た方法 によ り実施 した。

2デ ィベ ー トを用 い た 課題 解 決 活 動

自 ら課 題 を解 決 す る活 動 の も う一 つ の 試 み と して デ ィベ ー トを取 り上 げ た 。

近 年 デ ィベ ー トは 、教 育 活 動 と して 非 常 に脚 光 を浴 び て きてお り、 中学 、高 校 で も国 語 科

や 社 会 科 の 授 業 の一 環 と して 行 われ る こ と も多 くな っ て きてい る。 ま た 、今 後 行 わ れ る 総 合

的 な学 習 の 時 間 の 一 つ の 方 法 論 と して も注 目 を集 め て い る。

さて 、 デ ィベ ー トと は、 東 海 大学 教 育 研 究所 の松 本 茂 教 授 に よ る と以 下 の よ う に定 義 さ れ

る 。

「ひ とつ の 論 題 に対 し、2チ ー ム の話 し手 が 肯 定 す る立 場 と否 定 す る 立場 とに 分 か れ 、 自

分 た ち の議 論 の優 位 性 を 聞 き手 に理 解 して もら う こ と を意 図 した うえ で 、客 観 的 な証 拠 資 料

に基 づ い て議 論 をす る コ ミュ ニ ケ ー シ ョン形 態 。」(「頭 を鍛 える デ ィベ ー ト入 門 」 よ り)

デ ィベ ー トで は 、 デ ィベ ー タ ー に対 して 、 あ る決 ま っ た論 題 が 提 示 され る だ け で 、 唯 一 絶

対 の 解 答 とい う もの は ない 。 デ ィベ ー ター は 、与 え られ た論 題 の も とで 、 そ の 論 題 を肯 定 す

る立 場 に立 っ て も、 また 否 定 す る立 場 に立 っ て も、 第 三 者 で あ る ジ ャ ッ ジ に対 して 自分 た ち

の 立 場 の優 位 性 を理 解 させ る こ とが 求 め られて い るの で あ る 。 そ の た め に 、 論 題 に関 す る 事

前 調 査 ・準 備 を行 い 、議 論 を創 造 ・構 築 し、 数 多 の 主 張 の 中 か ら よ り説 得 力 の あ る 主 張 を 選

択 し、試 合 に 臨 む 。 そ の意 味 で 、デ ィベ ー トは 第 三者 の説 得 を 目的 と した一 連 の課 題解 決 活

動 と考 え ら れ る。

また 、 実 際 の デ ィベ ー トの 試 合 で は 、論 題 に対 す る 自分 の 主 張 を述 べ るの み な らず 、 相 手

の 主 張 も注 意 深 く聞 い て 、そ れ ら に対 す る 反論 を も加 え な けれ ば な らない 。 つ ま り、 そ の 意

味 で は 、 デ ィベ ー トは 非 常 に実践 的 な双 方 向 コ ミュ ニ ケ ー シ ョンの 直接 的 な機 会 で あ る と言

う こ とが で き る。

Vレ ッス ン プ ラ ン

1英 字 新 聞 を用 い た レ ッス ン プ ラ ン

天 気 図 を用 い た レ ッス ンプ ラ ン

実 施 校:全 日制 普 通 科 で 、 生徒 の 学 習 意欲 は必 ず し も高 い と は言 え ない 生 活 指 導 充 実 校

ク ラ ス:「 リーデ ィング」(3年 必 履 修)「 オーラル ・コ ミュニケ ーシ ョンA」(2年 必 履 修)

生 徒 数:「 リー デ ィ ング」-27名 ～29名 「オー ラル ・コ ミュニケ ーシ ョンA」-14名 ～15名
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教 材:英 字 新 聞 の 天 気 予 報 表 、 ワ ー ク シ ー ト

授 業 の ね ら い:

1.英 字 新 聞 の天 気 欄 の見 方 に な じませ る 。

2.天 気 欄 か ら必 要 な情 報 を収 集 し、発 信 す る。

3.適 切 な 表現 を覚 え 、 使 え る よ うに す る 。

手 順:

1.ウ ォー ム ア ップ(5分)

① どん な 天気 が好 きか 、 また そ の 理 由 に つ い て何 人 か の生 徒 に英 語 で 質 問 す る。

② 天 気 を表 す絵 を見 せ て 、英 語 で何 と言 うか を確 認 す る 。

2.リ ー デ ィ ン グ(ス キ ャニ ン グ)(15分)

① 英 語 で 書 か れ た 天 気 予 報 を読 ませ 、 対応 す る 天気 記 号 を選 ばせ る 。

② 世 界 都 市 の 天 気 表 を読 み と らせ 、 世 界 の ど こで最 高 ・最 低気 温 が 出 た か 、 ま た そ の

温 度 は 何 度 か を探 させ る。

③ 教 師 が 英 語 で 質 問 し、答 え合 わ せ をす る。 この 時 、世 界 の 都市 名 の 読 み 方 、及 び ど

この 国 か を英 語 で 確 認 しなが ら行 う。

3.ス ピー キ ング&リ ス ニ ング(イ ンフ ォメ ー シ ョンギ ャ ッ プ)(20分)

① 異 な る情 報 が 抜 け て い る ワ ー ク シ ー ト(【A)お よび 【B】)を 任 意 に配 布 す る 。

② 天 気 、最 高 ・最 低 気 温 の尋 ね方(英 語)を 確 認 し、音 読 練 習 す る。

③ 自分 の ワ ー ク シ ー トの表 を完 成 す る ため に必 要 な英 語 の 質 問 を個 人 で 作 らせ る 。

(こ の 間教 員 は机 間 巡視 を しなが ら、生 徒 の 作 っ た英 語 をチ ェ ックす る 。)

④ 自分 が持 っ て い る ワー ク シ ー トとは違 うワ ー ク シ ー トを持 っ て い る生 徒 を探 し、 ペ

ァ を作 らせ る 。

⑤ パ ー トナ ー に 自分 の作 っ た英 語 の 質 問 を して 、表 を完 成 させ る 。(こ の 時 、 相 手 に

自分 の 表 を見 せ な い よ うに指 導 す る 。)

⑥ 一 通 り終 わ っ た らお 互 い の 表 を見 せ合 い 、情 報 を 的確 に得 る こ とが で きた か ど うか

を確 認 させ る 。

4.ラ ップ ア ップ(10分)

① 再 び 天 気 表 を見 る よ う に指示 し、 教 師 が 日本 の 天気 、世 界 の天 気 、最 高 ・最 低 気 温

に つ い て 英 語 で 質 問 す る。

② 答 え が 分 か った 生 徒 は手 をあ げ て 答 え る 。

③ 天気 表 につ い て 、 英 語 で 質 問 す る よ うに生 徒 に指 示 す る 。

④ 答 え が 分 か った 生 徒 は手 をあ げ て 答 える 。(積 極 的 に 答 え た 生 徒 に は ポ イ ン トを与

え る 。)

⑤ 質 問 を した 生徒 は 、 答 えが合 って い るか ど うか を英 語 で言 う。

テ レ ビ欄 を用 い た レ ッス ン ・プ ラ ン

実 施 校:定 時 制 工 業 高校

ク ラ ス:「 オ ー ラル ・コ ミュニ ケ ー シ ョンA」(2年 必 履 修)
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生 徒 数:3名

教 材:英 字 新 聞 の テ レ ビ欄 、 ワ ー ク シ ー ト

授 業 の ね らい:

1.英 字 新 聞 の テ レ ビ欄 の見 方 に な じませ る。

2.テ レ ビ欄 か ら必 要 な情 報 を収 集 し、発 信 す る 。

3.適 切 な 表 現 を覚 え、 使 え る よ うにす る。

指 導 上 の 留 意 点:

1.授 業 の 前 半 に投 げ 込 み教 材 と して使 用 した 。

2.生 徒 の 学 習 レベ ル に合 わ せ て指 導 事 項 を最 小 限 に とどめ た 。

3.指 示 され た 英 語 の 質 問 や 答 え以 外 に 、 自分 の 意 見 を付 け 加 え させ た 。

手 順:

1.ウ ォー ム ア ップ(10分)

① どん な テ レビ番 組 が 好 きか 、 昨 日は どん な番 組 を見 た か 等 につ い て 日本 語 で や り と

りす る 。

② 英 字 新 聞の テ レ ビ欄(当 日分)を 渡 し、 自分 が見 たい 番 組 を一 つ 以 上 選 ばせ る 。

③ 各 番 組 を英 語 で音 読 練 習 。

2.ペ ア練 習(10分)

ハ ン ドア ウ トの指 示 に従 っ て進 行 させ る。

① ペ ア(ま た は トリオ)を 作 り、パ ー トナー に 次 の 英語 の 質 問 をす る 。

1.Whichprogramdoyouwanttowatch?

2.Why?

① パ ー トナ ー の英 語 の 答 え を 聞 い て 、そ れ を書 き取 る。

答 え 方 の 例:

1.Iwanttowatch"WaratteIitomo."

2.Iliketowatchvarietyshows.

③ 役 割 を変 えて 同 じこ と をす る 。

④ 余 力 の あ る生 徒 には 上 記 以外 の 質 問 ・答 え を 自分 で 考 え、 発 言 させ る。

質問 ・答 え の例:

1.Oh,IlikeTamori.Doyoulikehim?

Yes,Ido.Ilikehimverymuch.

2.Youlike"WaratteIitomo."Whatelse?

Iwatch"GoodMorningNippon."Igetupearlyinthemorning.

2デ ィベ ー トを用 い た レ ッス ンプ ラ ン

レ ッス ンプ ラ ン(1)

実 施 校:全 日制 普 通科 で 、 生徒 の学 習 意 欲 は必 ず しも高 い とは言 え な い生 活 指 導 充 実 校

ク ラ ス:「 オ ー ラル ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンB」(3年 選 択)

生 徒 数:16名
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授 業 の ね らい:

1.英 語 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョン能 力 を向 上 させ る 。

2.問 題 意 識 を持 ち、 物 事 に対 して 深 く考 え る よ うに す る 。

3.自 分 の 意 見 を持 つ よ う にす る。

4.他 者 の 発 言 を注 意 深 く聞 くよ う にす る。

5.相 手 の 発 言 にす ばや く対 応 す る能 力 を 身 に付 け る。

準 備:

1.デ ィベ ー トの基 本 的 な知 識 を 身 に付 け る。

他 の 教 科 も含 め 、 こ れ ま で に デ ィベ ー トを経験 した こ とが あ る場 合 を除 き、実 際 の 授

業 を始 め る前 に デ ィベ ー トの基 本 的 な知 識 を 身 に付 け させ る必 要 が あ る。 立 論 ・反 駁 ・

反 対 尋 問 な どの各 ス ピー チ の役 割 を理 解 させ る と と もに 、基 本 的 な フ ォーマ ッ トを提 示

し、 デ ィベ ー トの流 れ を つ か ませ る。

2.チ ー ムの メ ンバ ー を 決 め る 。

デ ィベ ー トは一 人 で も2、3人 で もで きるが 、 ク ラ ス規 模 に よ っ て メ ンバ ー の 人 数 を

決 定 す る こ とに な る 。今 回 の授 業 で は 、1チ ー ム4名 で 計4チ ー ム作 っ た 。

手 順:

1.ウ オー ム ア ツプ

論 題 を設 定 し、 そ れ に対 す る賛 成 意 見 と反 対 意 見 を一 人 一 人 に考 え させ る 。こ こで は、

意 見 の 良 し悪 しを 問 わず 、意 見 の数 を競 わせ 、 な るべ く多 くの 意 見 を 出 させ る 。次 に、

自分 の 考 え た 賛成 意見 と反対 意見 の 中 か ら 自分 が 一 番 良 い と思 う もの を そ れぞ れ 三 つ ず

つ 選 ばせ る 。

この 際 、 ウ ォー ム ア ップ用 のハ ン ドア ウ トを作 成 して お き、 自分 の 意 見 以 外 に 、 他 の

生 徒 が 述 べ た 意見 も メモ す る練 習 を行 う。

生 徒 を指 名 して 、 選 ん だ 意 見 を発 表 させ る。 そ れ ら を肯 定 意 見 ・反 対 意 見 に分 け て 板

書 す る 。板 書 した 意見 の い くつ か を ピ ック ア ップ して 「賛 成 の 人?反 対 の 人?」 な ど と

挙 手 させ た 後 に 、教 師 が 司会 に な り、賛 成 ・反 対 双 方 の 意 見 を戦 わせ る な ど して盛 り上

げ る 。

ウ オー ム ア ップ の 目的 は 、 デ ィベ ー ト的 な考 え方 をみ ん なで 簡 単 に学 習 す る こ とで あ

る 。 また 、 実 際 に そ の後 の デ ィベ ー トで使 用 す る論 題 の 肯 定 意 見 ・否 定 意 見 を列 挙 す る

こ とに よ り、 実 際 にデ ィベ ー トの立 論 な どを考 え させ る際 の 参 考 と な る 。

実 際 、授 業 の 中 で 、 この ウ ォー ム ァ ップ を行 う際 に は1時 間 か けて行 うのが望 ま しい。

2.肯 定 派 と否 定 派 の 決 定

肯 定 の 立 場 に立 つ グル ー プ と否定 の 立場 に立 つ グ ル ー プ を ラ ンダ ム に決 定 す る 。

この 際 、 個 人 の 好 き嫌 い で グル ー プ を 決 め て は な らない 。 た とえ 自分 の本 来 の 意 見 と

は 異 な る 立 場 に立 って も全 力 を尽 くす 。今 回 は 、4チ ー ムの うち2チ ー ムが デ ィベ ー ト

を行 っ た 。
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3.デ ィベ ー トを行 う

デ ィベ ー トに対 して 自信 を持 たせ る ため 、初 め は 日本 語 で デ ィベ ー トを行 っ た。次 に 、

自分 た ち が書 い た 意見 を英 語 に 直 し、外 国 人 英 語 等 教 育 指導 員 に1時 間 か け て 発 音 練 習

して も らっ た後 、 再 度 同 じ論 題 で デ ィベ ー トを行 った 。 しか し、今 回 は生徒 の 集 中 力 を

持 続 させ る た め 、 日本語 デ ィベ ー トの時 の 肯 定 ・否 定 の 立 場 を入 れ 替 えて み た 。

① 立 論

1)肯 定 側 立論(AffirmativeConstructiveSpeech)

根 拠 を示 して 自分 の 主張 を行 う。今 回 は 、 「高校 生 に とっ て 制 服 は 必 要 で は な い 」

とい う論 題 を選 んだ 。 生徒 に は 、 ど う して高 校 生 に と って 制 服 は必 要 ない の か 、 制 服

が あ る と どん な デ メ リッ トが あ るの か 、理 由 をつ け て明 確 に分 か りや す く述 べ る よ う

指 導 した 。1チ ー ム4名 の うち3名 が一 つず つ 理 由 を述 べ て ス ピ ー チ した 。 も う一 人

は 、 相 手 側 の ス ピー チ の メ モ を とる書 記 と したが 、欠 席 者 が い る場 合 に は書 記 を な く

した 。

2)否 定 側 立 論(NegativeConstructiveSpeech)

根拠 を示 して 自分 の 主張 を行 う。 ど う して高 校 生 に とって 制 服 は必 要 なの か 、 制 服

が あ る と どん な メ リ ッ トが あ るの か な どを理 由 をつ け て明 確 に分 か りや す く述 べ る よ

う指 導 した 。 ス ピ ーチ の 仕 方 は肯 定側 立 論 と同様 であ る 。

② 反 駁

1)否 定 側 反駁(NegativeRebuttalSpeech)

肯 定 側 が 立 論 で 挙 げ た 制 服 が 必 要 で は な い とい う根 拠 ・理 由 に対 して反 論 す る 。 基

本 的 に は生 徒 た ち だ けで 考 え させ た が 、 ど う して も考 えつ か ない 場 合 だ け教 師 が 援 助

した 。

*否 定 側 立 論+否 定 側 反駁=否 定 側 ブ ロ ック(Negativeblock)

否 定 側 立 論 の 要=立 論 と反駁 で 議論 内容 が重 複 しな い よ うに注 意 す る。

2)肯 定 側 反 駁(AffirmativeRebuttalSpeech)

大 き く分 け て 、や るべ き こ とは 二 つ で あ る 。

A.否 定 側 立 論 で 述 べ られ た 制服 が必 要 で あ る理 由 に反 論 す る 。

B.否 定 側 反駁 の反 論 に対 して 再 反 論 し、制 服 は必 要 で は な い とい う肯 定 側 立 論

の根 拠 を再 構 築 す る。

しか し、今 回 の授 業 で は、 否 定 側 立論 に対 して 反論 す る のが 精 一 杯 で 、肯 定 側 立 論

の 再 構 築 をす る こ とは難 しか った 。

③ 要 約

1)否 定 側 要 約(NegativeSummarySpeech)

否 定 側 最 後 の ま とめ の ス ピーチ 。 ど う して 高校 生 に とっ て制 服 が 必 要 な の か 、 試 合

の 争 点 を振 り返 りなが らま とめ てい く。今 回 の生 徒 た ち は 、 自分 た ち が挙 げ た 三 つ の

根 拠 の 中 で も一 番 自信 が あ る もの を 中心 に ま とめ を行 っ た 。現 段 階 で は 、全 体 を振 り

返 りなが らの ま とめ は容 易 で は ない 。
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2)肯 定 側 要 約(AffirmativeSummarySpeech)

肯 定 側 最 後 の ま とめ の ス ピーチ 。 ど う して 高 校 生 に と って 制 服 は必 要 な い の か 、 試

合 の 争 点 を振 り返 りなが ら結 論 付 け る 。否 定 側 要 約 と同 じよ う に 、三 つ の根 拠 の 中 で

一 番 有 力 な根 拠 を 中心 に ま とめ を行 っ た 。

[要 約 の ポ イ ン ト]… 「ど う して 自分 の側 が 勝 利 して い るの か」 とい っ た 試 合 の 判 定

理 由 を 、 ジ ャ ッジ に代 わ っ て ジ ャ ッジ の頭 の 中 に描 い て あ げ る ような気持 ちで述 べ る。

た だ し、 これ は か な りデ ィベ ー トに慣 れ て こ な い と難 し く、今 回 の授 業 の 中 で は う ま

くで きな か っ た 。

④ 審 判

教 師 も参加 して か まわ ない が 、 審 査員 は基 本 的 に生 徒 に させ る 。審査 す るた め に は、

生 徒 は メモ を と りなが ら双 方 の ス ピー チ を最 初 か ら最 後 まで 集 中 して 聞 か な け れ ば な

らな い の で 積 極 的 に聞 くよ う に なる 。 事 前 に、 審 査 員用 の記 入 用 紙 を作 成 して お き、

審査 を行 う生徒 に肯 定 側 ・否 定 側 双 方 の 立 論 ・反 駁 ・要 約 の 各 ス ピ ーチ の 内 容 を メ モ

させ 、 最 後 に判 定 理 由 を しっか り書 か せ た 上 で 、 判 定 させ た 。

今 回 は 、デ ィベ ー トを行 わ なか っ た残 りの2チ ー ム(8名)が 審 査 員 をつ とめ 、 教

師 は 一 切 判 定 に は加 わ らな か っ た。

[参 考]:こ の ク ラ ス で は 、今 回の 論 題 の前 に 、 「高校 生 に とっ て 夏 休 み の 方 が 冬 休

み よ り良 い」 とい う論 題 で一 度 デ ィベ ー トの 練 習 を行 っ た。

1回 目の デ ィベ ー ト使 用 時 間数 … 日本 語 で2時 間 、英 語 で2時 間

2回 目の デ ィベ ー ト使 用 時 間数 … 日本 語 で2時 間、 英 語 で2時 間

1レ ッ ス ン ・プ ラ ン(2)1

実 施 校:定 時 制 工 業 高校

ク ラ ス:「 オ ー ラル ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョンA」(2年 必 履 修)

生 徒 数:3名

授 業 の ね らい:

1.デ ィベ ー トの 基 本 的 な知 識 を身 に付 け る。

2.相 手 の 意 見 を聞 き、 自分 の 意 見 を発 言 で きる よ うに す る 。

3.適 切 な 表 現 を覚 え、 使 え る よ う にす る。

授 業 進 度 と指 導 内 容:週2時 間 履 修(6時 間)

論 題:"Summervacationisbetterthanwintervacation."

1時 限 目

2時 限 目

3時 限 目

4時 限 目

5時 限 目

デ ィベ ー トの説明。 日本語 にて論題のデ ィベー トの実 演。

肯定立論、否定立論 を日本語で考え させ る。

代表的 な意見 を五つずつ集約。

肯定立論 、否定立論 を教師主導で英訳 し音 読練 習。

肯定反駁、否定反駁 を 日本語で考 えさせる。

代表的 な意見 を五つずつ集約。

肯定反駁 、否定反駁 を教師主導で英訳 し音読練習。
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6時 限 目 肯 定 ・否 定 立 論 、肯 定 ・否 定 反駁 を教 師が ま とめ 、 ハ ン ドア ウ トに て生 徒 に

配布 。 読 み の練 習 後 、英 語 に て デ ィベ ー トを実 演 させ る。

指 導 上 の留 意 点:

1.立 論 、 反駁 の み を行 っ た 。

2.全 生 徒 に 、集 約 した五 つ の意 見 以 外 に一 言 自分 の 意 見 を言 わせ た 。

3.審 判 は教 師 が 行 っ たが 、審 査 員 は生 徒 に任 せ 、 双 方 の ス ピー チ を メ モ を取 りなが ら集

中 して 聞 くよ うに指 導 した。

4.デ ィベ ー トの 雰 囲 気 作 りをす るた め に、 ス トップ ・ウ ォ ッチや ベ ル等 を用 意 して 演 出

効 果 を高 め た 。

5.細 か い 間 違 い を指摘 せ ず 、全 体 的 な流 れ を把 握 させ 、 で き る だけ 自分 の 意 見 を言 わ せ

る よ うに した 。

VI検 証 授 業 の結 果 と考 察

「生 徒 が 自 ら課 題 を解 決 す る活 動 を行 う こ とに よっ て 、積 極 的 に コ ミュ ニ ケ ー シ ョン を図

ろ う とす る態 度 を 身 に付 け る こ とが で き る。」 とい う仮 説 を検 証 す る た め 、 検 証 授 業 と して

英 字 新 聞 とデ ィベ ー トを取 り入 れ た授 業 を行 っ た 。 そ れ に伴 い 、検 証 授 業 の前 後 に生 徒 を 対

象 に して 、 次 の よ う な ア ン ケー ト調 査 を行 っ た 。 そ の結 果 と考 察 は以 下 の 通 りで あ る 。

[事前 ア ンケー ト調査結果]

(1)知 り得た情報 や他 人の意見 を、親 しい人以外 に伝 えるのが苦手ですか。

大 変 苦 手 苦 手 得 意 大 変 得 意

15.0 61.0% 21.0% 3.0

以 上 の 結 果 か ら、苦 手 意 識 を持 って い る生徒 が全 体 の76 .0%を 占め て い る こ とが 分 か る 。

(2)人 の 意 見 や 話 を注 意 深 く聞 き ます か 。

注意深 く聞 く 聞 く あ ま り聞かない 全 く聞 かない

7.9% 59.5% 28.6 3.6%

以 上 の結 果 か ら、 注 意深 く聞 か な い傾 向 にあ る生徒 が全 体 の32 .2%、 普 通 に聞 く と思 っ て

い る生 徒 は59.5%を 占め て い る こ とが分 か る 。

[事 後 ア ンケ ー ト調 査 結 果]

(1)今 回 の 学 習 を終 えて 、 知 り得 た情 報 や 自分 の意 見 を 、 こ れ まで 以 上 に人 に伝 え る よ う に

な りま した か 。

大変伝 える ようになった 少 しは伝 え る よ うに な っ た 変 わ ら な い

7.4 44.0 48.2
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以 上 の結 果 か ら、 変 化 を意 識 した生 徒 が全 体 の51.4%を 占 め て い る こ とが 分 か る。

(2)人 の意 見 や 話 を これ まで 以 上 に注 意 深 く聞 くよ うに な りま した か 。

大変 聞 くようになった 少 しは 聞 くよ うに な っ た 変 わ ら な い

18.0 45.0% 37.0

以上の結果 か ら、変化 を意識 した生徒が全体の63.0%を 占めているこ とが分 かる。

本研 究 は、約1か 月 とい う研究 内容か ら考 えると、非常 に短い期間で行われ た。投 げ込 み

的 な検証授業 ではあったが 、それを通 して研究 を進め た結果、次の こ とが明 らかになった。

前記の検証授業 の前後 におけるア ンケー ト調査結果 か ら、半数以上 の生徒が何 らかの変 化

を自分で意識 している ことが分かった。これに より、短期 間の実践 で も本研究が何 らか の知

的好奇心 を喚 起する刺 激 を生徒 に与 えるこ とがで き、 またコ ミュニケーシ ョンを図ろ う とす

る積極 的な態 度 もある程度育成で きた と考 える。

また、英字 新聞 とデ ィベー トを取 り入れた授業 を通 して課題解決型 の学習活動 を実践 した

が 、生徒 は 自らが授 業の主役 になることに よって非常 に熱心 に生 き生 きと取 り組 んでいた。

英 字新 聞 を用いた授 業 は、生徒が身近に感 じて取 り組 みやす い上 に タイム リーな話題が 提

供 で き、かつ英語 を母語 と した人のための 自然な英文であるため、生徒の反応が非常 に良かっ

た。生徒 は 自らの知識 を用い れば英字新聞が読めるため、学習活動 に 自信 を持 ちやす く、 積

極 的 に質問 に答 え意見 を述べ てい た。英字新聞は題材 として使 う記事 を選定す る際、政治 や

宗 教 など教育上配慮が必要 な もの もあ るが、生徒 の学 習意欲を喚起 するためには非常 に効 果

的であ った。

デ ィベ ー トを取 り入 れた授業で は、「慣 れない生徒 にデ ィベ ー トをう ま く行 わせ る こ とが

容 易で はなか った」、「授業 の中でたびたび デ ィベー トの流れが止 ま り、生徒 が集中力 を失 う

ことがあ った」 とい う報告 もあったが 、論題 を変 え回数 を重ねてい くにつれ、徐 々 に全体 の

流れが スムーズになっていった。 さらに、生徒の 中には、 これ まで 自分の意見に対す る根 拠

をあ ま り意識 しなかった者 が多 く見受 け られたが、デ ィベー トを通 して多少な りとも論理 的

に考 えるこ とに対 して、意欲 的になったようであ る。

W今 後の課題

前記 ア ンケー ト調査結果 か ら、「変わ らない」 と答 えた生徒 が一 定数 い る こ とも明 らか と

なった。 この原因 と しては、検証期 間が非常 に短か ったとい うことが考 えられ る。 これ につ

い ては、 この活 動の特性 上何 度 も繰 り返 し実践 してい く必要があ る。

また、本研 究では新 しい学 力観が英語教 育の中で どのよ うに反映 され るか追及 し協議 して

きた。 しか し、今回の研 究では新聞 とデ ィベー トを使 った学習活動 しか対象 として いない た

め 、他の課題 解決型学習 については今 後の研 究が期待 される ところで ある。それに加 え、 こ

の種 の学 習活動 には教 える側の教材研 究に時間がかかるため、綿密 な授業計画が必要である。
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(Bグ ループ)一

教 育機 器の活用 を通 して、生徒 が意欲 的に授業 に参加 するよ うになる指導の工夫

～LLの 活 性 化 を 目 指 し て ～

1主 題 設 定 の理 由

平 成11年3月 、 高等 学校 の 新 学 習 指導 要 領 が告 示 され た 。 そ こ に は 、 「実 践的 コ ミュニ ケ ー

シ ョ ン能 力 」 の 育 成 が 外 国語 科 の 目標 と して掲 げ られ て い る。 「実 践 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

能 力 」 とは 、実 際 に情 報 や 考 え な ど を伝 え合 う こ とを 目的 と して外 国 語 を運 用 で きる 能 力 の

こ とで あ る。 ま た 、 「内 容 の 取 扱 い 」 の 項 目の 中 に は 、 「実 践 的 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン能力 」 の

育 成 に 当 た っ て 、 「視聴 覚 教 材 や 、LL、 コ ン ピュ ー タ、情 報 通 信 ネ ッ トワ ー ク」 な ど を活

用 す る こ とが 、配 慮 事 項 と して挙 げ られて い る。 す なわ ち、 多 様 な教 育 機 器 を授 業 の 中 で 有

効 に活 用 す る こ と に よ っ て 、 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン活 動 にお け る 現 実 感(Virtuality)の 幅 を

広 げ 、生 徒 の 学 習 意 欲 を喚 起 す る指 導 の 工 夫 が 求 め られ て い る の で あ る。

外 国語 教 育 にお け る教 育 機 器 の 活 用 にお いて 、 中心 的 な役割 を持 つ の はLLで あ る。LL

が 日本 に導 入 され て す で に約50年 が 経 つ 。 コ ン ピ ュー タの 普 及 や イ ン ター ネ ッ トの 導 入 な ど

に よ り学 習 環 境 が 拡 大 変 化 す る 中で 、LLの 学 習 支援 的 役割 も変 化 して きて い るが 、LLに

関 す る各 種 調 査 研 究 は 、LLの 機 能 活用 の 有 効性 が依 然 と して 高 い こ とを明 らか に してい る 。

に もか か わ らず 、LLは 必 ず しも十分 に 使 い こな され て は い な い 。

そ こで 、本 グ ル ー プ で は 、LL機 器 の メ デ ィア特 性 と授業 にお ける活 用例 を示 す ことに よっ

て 、 一 人 で も多 くの都 立 高 校 の教 員 が 、生 徒 の意 欲 喚 起 と積 極 的 な授 業 参 加 を促 す た め に 、

LLを 活 用 す る よ うに な る こ とを願 っ て 、本 主 題 を設 定 した 。

II研 究の 目的

以下 の2点 を明 らか に し、授業 におけ るLL教 室の利用の活性 化 を目指す。

①LL機 器の メデ ィア特性 を生か した言語教材が、英語学習へ の動機付 けや興味 ・関心 の

喚起 に どれだけ有効か。

② 生徒が意 欲的に授業 に参加 する ようになるためには、 どの学習 の どの過程 にLL機 器 の

どの機能 を活用す る と効 果的か。

m研 究の仮説

生徒 の興味 ・関心 を喚起す るため にLL機 器の持つ メディア特性 を生か した教材 ・タス ク

を作成 し、学習過程の適切 な場面で メデ ィア機器 を効果的 に活用すれば、生徒が意欲 的 に授

業 に参加 す る。

IV研 究の 内容

1先 行調査研究

国際化が進 み、LL設 置校 の数 は全 国的に年 々増加傾向 にあ る。都立高校 にお けるLL設

置率は現在 ほぼ100%で あ る。
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外国語教育の改善 に関す る調査研 究者会議(1993)は 、LLや オーデ ィオ ・ビジュアル機

器 の活用 が コ ミュニケー シ ョン能力の育成 に効果的であ ると し、LL等 の教材の開発 を奨励

している。

日本教 育工 学振興会 の調査報告(1994)の 中で も 「LL教 室で授業 を行 うと生徒の英語 に

対す る興 味 ・関心 が高 まる」 とい う教育効果が示 されている。

現在 までにLL教 育 の現状 に関す る全 国 レベルの調査分析 は、大 内(1968)、LLA関 東

支 部調 査研 究部 門(1976)、 新 井 ・佐藤 ・宇佐 見(1985)、 山 内(1993)、 宇 佐 見 ・伊 藤

(1999)の 計5回 が実施 されている。それ らの調査結果 によると、LLに 関 して次 の よ うな

一般的傾 向や課題が ある
。

〈一般的傾 向〉

①LLの 設置仕様が従来型か らマ ルチ メデ ィア型(CAI型)に 移行す る過渡期 にある。

② 音声教材か ら映像教材の活用が進み、 よ りAuthenticな 教材 、ESP用 教材 が増加傾 向 にあ

る。

③LLに 対す る教師 と生徒の期待 は高 く、単 なる音声 ・文型練習 か ら意味伝達重視 の活 動

へ も広が りをみせ てい る。

④ 聞 く ・読 む学習活動 に加 え、話す ・書 く学習活動への活用 も増 えてい る。

〈課 題 〉

①LL教 室の稼働率 は週1回 以上利用 する教 師の数 を含め る とか な り高 いが 、定期 的利用

度は まだ低い。

② 外国語授 業でのCAI的 利用 率はLL機 器利用の1/3以 下であ る。

③LLの 利用は まだ十分 にカ リキュ ラムに位置付 け られてい ない。

④ハ ー ド面の進歩 に比べ ソフ ト面の開発がやや遅れが ちであ る。

⑤市販教材 ・教科書準拠型教材 が多 く使用 されてい るが、「効 果が あ る」 教材 は教 師 の 自

作 ・編集教材が大 多数である。

⑥操作 が面倒 である、準備が煩雑であ る、適切 な教材 が少ない、機器 の操作 を補佐す る人

が いない、経費 がかか りす ぎる、定期的教員研 修の機会 が少 ない、大学 の教 職課程 で教

育機器使用 のノウハ ウを教 える科 目が ない、教育機器教材 開発研究 セ ンター(仮 称)な

ど身近 に教員が利用 で きる研修施設が ない し人材 もいない、等 の問題点 が相 変わ らず 解

消 されていない。

⑦LL機 器 のメデ ィア特性 を把握 し、学習過程の中で、何 を機器 に任せ 、何 を教 師が指 導

すべ きかの見極 めが必要 となる。

2文 献 ・理 論 研 究

LL教 室 を 「刺 激 に対 す る反 応 の 場所 」 と見 な し、 ドリル練 習 に主 眼 を置 く構 造 主 義 理 論

は 、 実 践 的 英 語 力 の 育 成 と学 習 へ の 動機 付 け とい う観 点 が 乏 しい ため に 、多 くの 批 判 に さ ら

され た 。 しか し、 ドリ ル練 習 の 有 効性 は否 定 で きない 。

また 、 第 二 言 語 習 得 指 導 は形 式 指導 と意 味 重 視 指 導 の2種 類 に分 類 可 能 とす る説(R .Ellis,

1990)に 拠 る と、LLに は 主 に 形 式重 視 の音 声 ・文 型 練 習 が 期 待 され て い た 。 しか し、 先 行
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調査研 究で示 したよ うに、LLへ の期待 は形式重視の活動か ら、マルチ メデ ィアやパ ソコ ン

ネ ッ トワークを活用 したイ ンタラクテ ィブな意味伝達重視の活動 に広が りつつあ る。

竹内(1998)は この ような移行期 にあるLLの あ り方 に関 して下の図 にあ る一つ のモ デル

を提示 し、「従来型積み上 げ学習」 と 「課題解決型学 習」 との相互 補完 的 方 向性 を提言 して

い る。

学習者 レベ ル と学習方法の割合 と教育機器環境 の関係図

←学 習方法 の割合→

初級学習者

中級学習者

上級学習者

従来型積 み上 げ学習

(LLの ような教育機器環境 の

利用)

課 題 解 決 型 学 習

(LLの 機 能拡 張 環 境 ・コ ン ピュ ー タ ・

ネ ッ トワー ク の利 用)

また、大 内 ・中野(1982)は 、教育効 果 を高めるための機器選択基準 として、五 つの要 素

を挙 げている。すなわち、① メデ ィアの適切 さ② メデ ィアの難易度③ メデ ィア利用学習 の 効

率 の経済性④ メデ ィア利用 可能度⑤教材 の質の良 さで ある。この五つの要素 を考慮 して選択

した機器 の教 育効果は、(学 習課題)×(学 習者特性)×(メ デ ィア特性)と い う相互 作用

で決定 される と している。

以上 の知見 を踏 まえて考え ると、教 育機 器 を取 り入 れた授業の 目標設定の明確化 と具 体 的

な教 育効 果の検証 を伴 うプランニ ングが重 要 となる。学習意欲 を駆 り立てる教材 ・メデ ィア ・

指導計画が適切 に準備で きれば、 目標 は達成に大 きく近づ くこ とになる と考 える。

3LL機 器 活 用 実 態 調 査

本 グ ルー プで は 、LL教 室 が 実 際 どの よ う に使 わ れ て い る の か を 、 も う少 し具 体 的 に調 べ

る ため に活 用 実 態 調 査 を行 っ た。 調 査 方 法 は、 質 問項 目に沿 っ て十 数 名 の先 生 方 に 直接 聞 き

取 りを行 って 調 査 した 。 回答 に は 、 自分 また は 同 僚 の事 例 を挙 げ て も らっ た 。 以 下 にそ の ま

とめ を報 告 す る 。

1LL教 室 を何 の授 業 で 使 っ てい るか

・オ ー ラ ル ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンA 、B、C・ ライ テ ィ ング ・リー デ ィ ン グ

・英 語1・ 英 語H・ 外 国事 情 ・LL演 習
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2LL教 室 を使 っていない人は何で使 わないのか

① 使い方の問題 使 い方 がわか らない

② 教材の問題 ソフ トがない ・使 う教材が ビデ オ しかない ・準備 の余裕 がない

③ 場所 の問題 職員 室が2階 でLLが5階 なので行 きに くい

3LL教 室 の利用 方法

使用機器 使用教材 使用方法

ビデオ

LD等

テキス ト準拠 ビデオ

テキス トの内容 に沿 った ビ

デ オ

映画

ニ ュース を録画 した ビデオ

全部見せ る

部分的 に見せ、聞 き取 らせ る

聞 き取 れた単語 を書かせ る

場面 の途 中で簡単 な質問 を行い答 え させ る

音 を消 してせ りふ を英語で考 えさせ る

物語 の先 を考 え、ス トー リーを作成 させ る

内容 を確認 しなが ら見せ る

見せ た後 、内容 について質問す る

教材提示装置 写真

絵

プ リン ト

解答 を提示す る

写真等 の資料 を提示す る

写真や絵 を見せてそ れに関す る質 問をす る

英作文 の見本 を提示す る

テ ー プ レ コー ダ ー テ キ ス ト準 拠 テ ー プ

カ セ ッ トテ ー プ

教材 を聞かせ る

モデル リーデ ィングを聞 き録音 させ る

質問に対す る答 えを吹 き込 ませ る

聞いて分 かった単語や文 を書かせ る

自作 の英文 を吹 き込 ませ交換 し聞 く

コ ン ピ ュ ー タ CD-ROM教 材

ア ナ ラ イザ ー

CAI教 材 を提示す る

結果の分析 をす る

4LL機 器の メデ ィア特性 と実践的活用の可能性

LL機 器 を使用 して授業 を行 うと以下の よ うな利点が考 えられる。

① クラス全体 で授業 を しなが ら生徒一人一人 を個別指導で きる。

② 自分 のペ ースに よる学習 がで きる。

③ペ アワーク機 能 を使 って、イ ンタラクテ ィブな会話練習がで きる。

④英語漬 けにで きる。

⑤ コ ンピュー タと連動 で きる。

以 下に関係機器 とその機能について整理す る。

(1)LL教 室にあ る機器

① 映像 関係機器

LL教 室内 には様々 な映像 関係機器 が整備 されている。VTRを は じめLD、DVD、
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教 材 提 示 装 置 ・ビデ オ プ ロ ジェ ク ター ・生 徒 用 モ ニ ター な どが 設 置 さ れ て い る 。 こ れ ら

の機 器 の特 徴 を と らえ 有 効 に活用 しなけ れ ば な らな い。

VTRは 家庭 で も普 及 して い る 一般 的 な機 器 で あ る。 ケ ー ブ ル テ レ ビな どに接 続 して

い れ ば 、 海外 の ニ ュ ー ス番 組 な どを録 画 しそ れ を教 材 と して 簡 単 に利 用 す る こ とが で き

る。

LD、DVDは 映 画 中心 に ソ フ トの数 が 最 近 増 えて きて い る。 映 画 も最 初 か ら最 後 ま

で 見 せ る ので は な く、 チ ャプ タ ー ご とに分 か れ て い る必要 な 部 分 を生 徒 に見 せ る こ とが

で き る。 ま た 、字 幕 も 日本 語 字 幕 ・英 語 字 幕 と切 り替 え られ る ソ フ トも出 て い るの で 活

用 の 範 囲 は広 が って きて い る。

教 材提 示 装 置 も活 用 の 範 囲 は広 が りを見 せ て い る 。生 徒 に示 した い 内容 を黒 板 で な く

紙 に書 い て 示 せ ば 、 生 徒 に 自分 の モ ニ ター 画 面 で確 認 す る こ とが で きる 。 また 、教 材 を

あ りの ま まの 色 で 生 徒 に提 示 す る の に役 立 つ装 置 で あ る。 最 近 の もの は カ メ ラの 下 に提

示 した い教 材 を置 くだ け で な く、 カ メ ラ 自体 が動 くよ うに設 計 され て い る の で 、使 用 範

囲 も ビデ オ カ メ ラに 近づ きつ つ あ る 。

② 音 声 関係 機 器

近 年LLと い え ば 、 テ ー プ レコ ー ダー だ け で あ っ たが 「カ ウ ンタ ー に よ る頭 出 し は 時

間 が か か る」、 「使 う教 材 を見 つ け る の に時 間 が か か る」 な どの 問 題 点 が 指 摘 され 、 そ れ

を解 決 す る ため にCD、MDも 設 置 され る よ う に な った 。CD 、MDは 、教 材 ご と に番

号 を ふ った り、 タ イ トル を付 け る こ とが で き、教 材 の頭 出 しの 時 間 が短 縮 され た。 また 、

同 じ教 材 を繰 り返 し練 習 す る と き に も この機 能 は とて も便 利 な もの に な っ て い る。 た だ

し、録 音 とな る と まだ まだ テ ー プ レ コー ダー に勝 る装 置 は な い 。

出力 され た音 声 を生徒 は教 室 内 に あ る ス ピー カ ーや ヘ ッ ドセ ッ トか ら聞 く。特 にヘ ッ

ドセ ッ トを利 用 す る と通常 以 上 に学 習 へ の集 中力 が 高 ま る 。

③ そ の他

コ ン ピュ ー タ、 ア ナ ラ イザ ー も設 置 され て い る。 コ ン ピ ュ ー タ は出席 管理 か ら始 ま り、

CD-ROMか らの教 材 提 示 、 イ ン ター ネ ッ トの 利 用 に よ る教 材 提 示 な ど授 業 の あ ら ゆ

る場 面 で 活 用 さ れ て い る。 ま た 、 ア ナ ラ イザ ー を利用 し、 簡 単 な選 択 問 題 を与 え生 徒 の

理 解 度 の チ ェ ック 、様 々 な ア ン ケ ー ト調 査 等 を行 う こ とが で きる 。

(2)LL教 室 の機 能 ・視 聴 覚 室 的機 能

LL教 室 に あ る 様 々 な機 器 を利 用 して 、授 業 に必 要 な情 報 を提 供 す る こ とが で き る。 授 業

の 初 め に教 材 を見 せ た り聞 かせ た りす る こ とで 、学 習 意 欲 を高 め る効 果 が あ る 。授 業 の 最 後

に同 じこ とをす れ ば 、生 徒 自身 の理 解 が深 まる 。 ビデ オ プ ロ ジ ェ ク タ ー を利 用 し、大 き な 画

面 で 見 る映 像 に は迫 力 が あ り、生 徒 自身 の記 憶 に しっか りと どま る。

(3)LL教 室 的 機 能

モ ニ タ ー機 能 、 ドリルモ ニ タ ー機 能 、 イ ンタ ー カム 機 能 、 コー ル レス ポ ンス 機 能 、 オ ー ル

コー ル 機 能 、 ペ ア学 習 機 能 、 モ デ ル学 習 機 能 な どが あ る 。 これ らの機 能 を有 機 的 に組 み 合 わ

せ て 活用 して 、 英 語 の 授 業 を活 性 化 す る こ とが で きる 。
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V教 育機器 活用の授業実践事例に よる仮説検証

1仮 説検証授業 で使 った機器 とその結果

(1)授 業場面 「導入」

ね ら い 使用機器 ・機能 結 果 分 析

喫煙問題を扱った教材 を学習する アナ ライザー 日本 とアメ リカの 喫煙 率の違 い 、 日本 の 高

に当た り、たばこ に関す る質問 を 校生の喫煙率、たばこの歴史 などの質問に

用意 し、喫煙問題 に興味や関心 を 答えながら、現在起 きている喫煙問題 に焦

持 たせ 、教材 の学 習をする。 点 を当てる ことがで きた。 また 、生徒 の 感

覚と現実のずれも知ることがで き、興味や

関心 を持 って学習 に入る ことがで きた。

(2)授 業場 面 「展 開 」 その1

ね ら い 使用機器 ・機能 結 果 分 析

受験用の問題集を学習す るに当た

り、学習 した4択 問題か ら20題 程

度選び、復習する。

レスポ ンス 一度授業で扱った問題を、 レスポンス機能

を利用 し短時間で復習することにより、更

に語法が定着 した。

(3)授 業 場 面 「展 開 」 そ の2

ね ら い 使用機器 ・機能 結 果 分 析

①学習する課の教科書の口絵写真 教材提示装置 資料を手元に用意 さえ しておけば誰で も簡

及び教科書 に関連 した内容 を扱 っ ル ー ム ス ピ ー カ ー 単 に使 える機 能で 、 ク ラスの3分 の2の 生

ている新聞のカラー写真 を見せる (ヘ ッ ドセ ッ ト) 徒が楽 しか った と答えてい る。

な ど、視覚 に訴 える ことで、 生徒

の興 味関心 を引 く。

② 遠い黒板でな く、手元のモニター

画面で解答を確認 させ ることで間

違いを少なくする。 また答 え合わ

せの時に本文を示 して、答 えの箇

所や重要な点に線 を引 くことで生

徒の理解 を深 める一助 とする。
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(4)授 業 場 面 「ま と め」

ね ら い 使用機器 ・機能 結 果 分 析

Lesson4"TheBirthofAnne カセ ッ トデ ッキ コンソリデー シ ョンの段 階 におけ るLL機

Shirley"の ま と め と し て 全 体 の 教材提示装置 器のカセッ トデ ッキ と教材提示装置 と組 み

あ らす じを確認す る と共 に、"Th イ ン タ ー カ ム 合わせた授 業が、 イ ンター カム に よって よ

ereis(are)+S"の 構 文 、to不 定 レスポ ンス り活性化され誘導発見型の指導に効果があっ

詞、現在完了形お よび過去完了形 た 。

などの文法事項の復習を行 う。

(5)授 業 場 面 「テ ス ト」

ね ら い 使用機器 ・機能 結 果 分 析

①各課の終わりにLL機 器 を利用 CD、MD、 ビ デ オ ① はじめは機器操作 に対 して抵抗があった

した小 テス トを実施 し、ペ ーパ ー コ ン ピ ュ ー タ 生徒が1貫れるに従 ってLLの 積極的利用度

テス トと異なった観点か らの理解 個人モニ ター が増加 した。

到達度を評価する。 プ ロ ジ ェ ク タ ー ②音読練習の自己モニ ターリングをするこ
一斉録音機能 とで色 々 な自己発見 があった。(プ ラス面 と

②定期考査 と異なったタイプのテ ドリルモ ニ タ ー機 マ イナス面あ り)

ス トを与 えるこ とに よって 、学 習 能 ③LLテ ス トの実施で音読へ の意識が徐 々

者 に学習スタイルや態度にどのよ 教材提示装置 に高 まった。

うな波及効果が現れるか測る。 オール コール機 能 ④ペーパーテス トの準備の時 も音読か ら入

映像提示機能 る生徒が増えた。音読の自信が定期考査の

アナ ライザー 得点の伸びに徐々に影響 を与え始めている。

外部ス ピー カー等

2仮 説 検 証 授 業 の 分 析 と考 察

(1)LL教 室 の 機 器 を利 用 した授 業 の 利 点

① 音 声 機 器 の 利 用

カセ ッ トテ ー プ を利 用 した デ ィクテ ー シ ョンは 一般 教 室 で も可 能 で あ る 。 しか し精 聴

させ たい と き、2か 国語 放 送 の番 組 を利 用 して 画像 を 見せ 、 デ ィク テ ー シ ョン させ た い

と き はLL教 室 でヘ ッ ドセ ッ トを利 用 して 聞 か せ た方 が 、生 徒 は よ り集 中 して 聞 く こ と

が で きる はず で あ る 。 ま た40人 い る教 室 で 英 語 を発話 す る こ とに まだ まだ 抵抗 の あ る 生

徒 は少 な くな いが 、ヘ ッ ドセ ッ トを通 して 自分 の 話す 英 語 を聞 い た り録音 した りさせ る

こ とで 、 この 年 齢 に特 に強 い 差i恥心 か ら生徒 を解 放 す る こ とが で きる 。授 業場 面 「テ ス

ト」 で は レ ッス ンの ま とめ の テ ス トにLL機 器 を利 用 して い る 。 自分 が音 読 した 声 を カ

セ ッ トテ ー プ に録 音 させ る こ とで 、 音 読 へ の 意 識 が徐 々 に 高 ま り、 ペ ー パ ー テ ス トの 準

備 の 時 も音 読 か ら入 る生 徒 が 増 えて い る。 「音 読 」 しよ う とす る姿 勢 か ら、 積 極 的 に 英

語 に関 わ ろ う と して い る様 子 が うか が える 。 テ ー プ に 自分 の声 を録 音 す る こ とで 暗 調 テ
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ス ト、単語 テス トを行 った結果声が出 るようになった とい う報告 も、LL機 器活用 実 態

調査で得 られた。

②視聴覚機器 の利用

教材提示装 置 を利用 して資料 を提示 した り文法事 項の説 明をす る ことがで きる。例 え

ば教材提示 装置 を利用 して、文化 による色の とらえ方の違 い を色 を提示 しなが ら考 える。

新聞の切 り抜 きや、 カラーの写真 、 レッス ンに関連のある ビデオ映像 など、教室 だ と生

徒 全員 には徹底 しない資 料提示 も、全員が手元で見 ることがで きる。生徒 への ア ンケ ー

ト調査で は生徒46名 の うち13名 が 「モニ ター画面が見やすい」「カ ラー写真が 見 られ る」

「いろんな資 料が見 られる」 「モニ ター を見なが ら勉 強で きる」ので 、LL教 室 が楽 しい

と回答 している。板書 を手元で見 ることがで き、授業 の内容が分か れば、教室 で授 業 を

受 ける よ りLL教 室 の方が生徒のや る気 を引 き出す ことが で きる。資料 をあ らか じめ用

意 し教材提示装 置を利用す る ことで、板書の時間が節約 で きる。

③ オール コール機 能 ・イ ンターカム機能 ・モニ ター機 能の利用

これ らの機 能を組 み合 わせ て クラス全体で授業 を しなが ら生徒一 人一人 を個別指導 で き

る。教室 内の授 業では生徒 の発 する雑音等が あって、正確 に聞 き取 れ ない生徒 の発音 も聞

き取 れる し、なに よ りも個 別指導で きるので一人一人の課題 を見付 け出 し適切 な指導 が で

きる。授業場 面 「まとめ」の生徒へ のア ンケー ト調査 によると授業中 に質問が しやす くな

り、発音 に関す る質問 まで出 るようになった。

LL教 室でヘ ッ ドセ ッ トをつ けて音読 させた り、録音 させ た りす る と、教室 で行 うよ り

声 が 出る とい う報告が関根か らあった。中田(1999)の 指摘 に もあるが 、生徒 はあ ま りに

不安が高 まる と、答 えが分か っていて も話す ことがで きなかった り、最悪 の場合 には授 業

の邪魔 をす るこ ともある。その ような不安感 を取 り除 くこ とが で きる とい うこともLL教

室の利点 の一つで ある。

④ アナライザ ー機 能の利用

この機 能を使 うこ とで、短時 間で生徒への適切 なフィー ドバ ックが可能であ る。 アナ ラ

イザ ーの分析結果 をその場 です ぐに生徒 に見せ ることで、生徒 自身の問題 に対す る認 識状

況 を クラス全 体で確 認 し、 レッス ン内容 に興味 を持 たせて授 業 に入る ことがで きた。 関根

の検 証授 業では、アナ ライザーの分析結果 をその場で生徒 にす ぐに見せ るこ とで 、生 徒 自

身の問題 に対す る認識 をクラス全体で確 認 した。 また、授業場面 「展開」その1の アンケー

トで は、復習 テス トは効果があ るか との問に対 し、授業前 は57%の 生徒が効果が あるだ ろ

う と予測 し、授業後 は73%の 生徒が効果があった と答 えている。ただ し長 時間では生 徒 の

集 中力が な くな り、効果が下が る。生徒の声 をア ンケー トか ら拾 うと、一度見 た ことが あ

る問題 を復習 として行 うな ら、20題 で15分 程度、初 めてみる問題 を使 って行 う場合 は10問

以下 で5分 程度 が限界の ようで ある。

2)LL利 用 にお ける問題点 への対応

ここではLL教 室の稼働率 を上げるために、LL利 用 における問題点への対応 を考 えた。

①教員 の機 器操作 の習熟度の低 さに由来す る問題点への対 応

一 度 にすべての機能 を使い こなそ うとす るので な く、一つ一つマス ター して い く。授
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業 がスム ーズ に進行す るように次の二つが考え ちれる。

1)カ セ ッ トなどを並べてお き、使 った ものか ら しまうな ど、段取 りを良 くしてお く。

2)実 際の授業の前 に練習す る。

②教室 の管理や機器の メインテ ナンスの難 しさへの対応

生徒が機器 を傷付けた りいたず らすることに対 しては、座席 を指定 した り、生徒 にチェッ

クシー トを渡す など して 自己管理 させ る。

③LL教 材 に関する問題点への対応

普段 使 っている教材や身近 にあ る教材 を活用 し、授業の資料 を提示 した り、 コミュニ

ケーシ ョン活動 に利用す ることか ら始 める。

④ その他

適切 な教材 を適 度 な時間利用 する ことが大切 である。ヘ ッ ドセ ッ トを利用 して集 中 し

て聞 き取 りをさせ る ときは短 時間である方が効果 的であ る。

W研 究成果 と今後 の課 題 ・展望

以上の検証結果 に鑑 みて、研 究成 果 と今後 のLL教 室の在 り方 について検討 してみたい。

本研究で は敢 えて 「オー ラル ・コミュニケーシ ョン」の授業ではな く、またALTと のテ ィー

ム ・テ ィーチ ングで もない、 日本 人教師に よる教科書 を用 いたLL教 室での授業展 開例 を示

した。 それは、すべ ての都 立高校 に設置 されているLL教 室の様 々な利点がすで に認 め られ

てい るに もかかわ らず 、その稼働率 が伸 び悩 んで いる とい う現状 を、平成15年 度か らの新学

習指導要領 の実施 を 目前 に して、外 国語教育 を実践す る際の一つの課題 と して念頭 に置 か な

ければ ならない と考 えたか らである。す なわちLL教 室 は、まさに 「実践的 コミュニケーショ

ン能力の育成」の場で あ り、 さらに各 自のペ ース に合 わせた個別学習の可 能 な場 と して最 も

身近 なシチ ュエ ーシ ョンであ り、そのメ リッ トを最大限 に生かす ことによ り、実質的 な 「聞

く」 「話す」 「読 む」「書 く」 とい う四つの領域 におけるイ ンタ ラクテ ィブ な活動 が可 能 とな

る と考え られ る。 また、音声 と映像 によるあ らゆ る情報を発信する場 として、将来的に も様 々

な可 能性 を秘めてい る。本研究の結果 、現在過渡期 にあ ると言われているLL教 室が、教 師

の意識 の持 ち方や工夫次第で、英語教育の身近な機会 を最 も豊 富に与 えて くれる環境の一 つ

とな りうる ことが検 証 され ることとなった。具体的には次 の ようなこ とである。

本研 究では先行研 究お よび アンケ ー ト等の調 査の結果 、LL教 室 の稼働率 が伸 び悩 んで い

る理 由の一 つ に、教 師の側の負担 増 を指摘 する例 が多 く見 られる点 に着 目した。大 き く分 け

て機器操作等 ハー ド面 に関する もの と、教材 や生徒 の把握 といったソフ ト面 に関わる もの と

であ る。 しか し機器操 作等 に関 していえば、教材提示装置の例 を とって も最初 の操作 を覚 え

るこ とに よ り、 さまざ まな使 い方 を工夫す るこ とがで き、む しろ教師の負担 は軽減 される。

また教材 に関 しては、特 別の もの を用意す ることは必ず しも必要では な く、普通教室で 使 う

の と同 じ教科書 および準拠 のカセ ッ トテープを用 いるだけで も十分可能であ る。 また生 徒 の

反応 につ いては、ア ンケー ト結果 を見 て も、LL教 室 に対す る期待度は高い もの となって い

る。

本研究 にお いて は、LL教 室 を活用 した授業実践例 を科 目ごとに 「導 入時 」 「展 開例1」
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「展 開 例2」 「ま とめ 」 「テ ス ト」 とに それ ぞ れ 分類 し検 討 した。 ま た 、 す べ て の 時 間 をLL

教 室 に お い て 実 施 す るの で は な く、 普 通教 室 にお け る授 業 とLL教 室 に お け る授 業 と を組 み

合 わ せ た り、1時 間 の授 業 の す べ て に お い てLLの 機 器 を使用 す る の で は な く、 そ の授 業 の

あ る 一 定 時 間 だけ 使 用 した り、 またLLの い くつ か の 機 能 に限定 して使 用 した り して 、 授 業

全 体 の 幅 を広 げ る試 み を実 践 した 。 そ れ に よ り生 徒 の 興 味 関心 が持 続 し、 普 通教 室 にお け る

通 常 の授 業 に も変 化 が 生 まれ 、 よ り活 性 化 さ れ た授 業 実 践 に取 り組 め る と考 えたか らで あ る。

またLL教 室 を一 部 の 教 師 の み に と どま らず 、誰 で も気軽 に な お か つ継 続 的 に授 業 を展 開

で きる場 と して機 能 させ る に は ど う した らよい か を、研 究 と指 導 実 践 との総 合 的 な作 業 の 中

で 考 慮 した結 果 、 次 の よ うな結 論 を導 き出す に至 っ た 。

そ れ は既 に認 識 され て い るLLの 利 点 を最 大 限 に生 か す た め の校 内研 修 の実 施 で あ る。 ま

た必 要 な機 能 や具 体 的 な授 業 の展 開例 を教 師 用 にマ ニ ュ ア ル化 す る こ と も、LL教 室 の 稼 働

率 の 向上 に は必 要 な試 みで あ る と考 え る。 将 来 的 に は そ う した 各学 校 での 取 り組 み を 集 約 し

て デ ー タベ ー ス化 し、誰 で も使 い た い と きに使 い た い機 能 が入 手 で きる よ う、情 報 交換 の 機

会 が 豊 富 に得 られ る体 制 を整 え る こ と、 す なわ ち ホ ー ム ペ ー ジ な どを通 して知 識 や 指 導 実 践

を共 有 化 で きる よ う にす る こ とが 求 め られ て くる の で は な い か と考 え る。

21世 紀 を 目前 に控 え て今 後 の 英 語 教 育 にお い て は 、単 に英 語 を 「学 ぶ 」(`learn')だ け で

は な く、 日常 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの 手段 と して 「習 得 す る 」(`acquire')と い う要 素 が 現

在 よ り も鮮 明 に な っ て くる もの と思 われ る。 した が っ て 、英 語 を 「習 得 す る」 と きに必 要 と

され る 「自発 的 な学 習 」(`spontaneouslearning')、 い わ ば 「動 機 付 け」 を明 確 な 形 で 位 置

付 け 生 徒 に促 す こ とが 、 ます ます 必 要 と され て くる の で は な い だ ろ うか 。 その 際 に 、今 あ る

LL教 室 を現段 階 で 活 用 す る こ と は、今 後LL教 室 が コ ン ピュー タ と タ イ ア ップ したCAL

L教 室 へ と発 展 してい く際 に も、 欠 か す こ との で きな い取 り組 み と な る。 と りわ け イ ン タ ー

ネ ッ トは、 そ れ を授 業 中 に オ ン ラ イ ンで使 う こ とが で きれ ば 、 これ まで 教 師 が 自宅 で ホ ー ム

ペ ー ジ を保 存 しLL教 室 な どで 生 徒 に見 せ て い た手 間 が 省 け る と と も に、 世 界 の 動 きを生 徒

に リ ア ル タ イム で 把 握 させ る こ と も可 能 とな る 。LL教 室 が よ り発 展 的 な意 味 にお い て 活 性

化 され るた め に も、 イ ン ター ネ ッ ト接 続 が望 まれ る とこ ろで あ る 。 外 国 語 教 育 は 、 もは や 単

に 言 葉 の 教 育 に と ど ま ら ない 。 自 らの 考 え を持 ち 、他 との コ ミュ ニ ケ ー シ ョン を図 る国 際 化

時 代 の 一 員 と して の 自覚 を持 つ こ とが 必要 と され る現 在 、 よ り幅 広 い 視 野 に立 った 新 しい 時

代 の 外 国 語 教 育 を念 頭 に置 か なけ れ ば な らな い と考 え る。

な お 、今 回 本 報 告 書 を敢 えて 日本語 で書 い たの は、 本 研 究 が 英 語科 とい う枠 組 み に と ら わ

れ ず 、 一 人 で も多 くの 人 の 目 に触 れ 、次 世 代 の 国際 社 会 を担 う人材 教 育 の 一助 にな れ ば と願

う と と も に、 各 方 面 か らの ア ドバ イス を い た だ くこ と に よ り、 本研 究 が新 た に 展 開 して い く

可 能性 を持 つ こ と を 目指 して い る た め であ る。
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